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第
四
十
八
条
第
二
項
中
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
」
を
「
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
」
に
改
め
、
同

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
機
器
は
、
通
常
運
転
時
、
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
及
び
設
計

基
準
事
故
時
に
瞬
間
的
破
壊
が
生
じ
な
い
よ
う
、
十
分
な
破
壊
じ
ん
性
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
九
条
中
「
替
え
る
」
を
「
代
え
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
設
計
基
準
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
状
況
を
把
握
し
、
及
び
対
策
を
講
ず

る
た
め
に
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
、
設
計
基
準
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
環
境
下
に
お
い
て
、
十
分
な
測
定
範
囲
及

び
期
間
に
わ
た
り
監
視
及
び
記
録
で
き
る
設
備
を
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
条
の
見
出
し
を「（
反
応
度
制
御
系
統
及
び
原
子
炉
停
止
系
統
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
通
常
運
転
時
に
お
い
て
、
燃
料
の
許
容
設
計
限
界
を
超
え
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
反
応
度
を
制
御
で
き
る
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
反
応
度
制
御
系
統
を
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

制
御
棒
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

制
御
棒
の
炉
心
か
ら
の
飛
び
出
し
、
又
は
落
下
を
防
止
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

制
御
棒
の
反
応
度
添
加
率
は
、
原
子
炉
停
止
系
統
の
停
止
能
力
と
併
せ
て
、
想
定
さ
れ
る
制
御
棒
の
異
常
な

引
き
抜
き
が
発
生
し
て
も
、
燃
料
の
許
容
設
計
限
界
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

通
常
運
転
時
に
予
想
さ
れ
る
温
度
変
化
、
キ
セ
ノ
ン
の
濃
度
変
化
、
実
験
物
の
移
動
そ
の
他
の
要
因
に
よ
る

反
応
度
変
化
を
制
御
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
原
子
炉
停
止
系
統
を
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

制
御
棒
に
よ
る
二
以
上
の
独
立
し
た
系
統
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

イ

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
未
臨
界
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
御
棒
の
数
に
比
し
当
該
系
統
の
能
力
に
十
分
な
余
裕
が
あ
る
と
き
。

ロ

原
子
炉
固
有
の
出
力
抑
制
特
性
が
優
れ
て
い
る
と
き
。

二

運
転
時
に
お
い
て
、
原
子
炉
停
止
系
統
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
燃
料
の
許
容
設
計
限
界
を
超
え
る
こ

と
な
く
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
低
温
状

態
に
お
い
て
未
臨
界
を
維
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
原
子
炉
停
止
系

統
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
速
や
か
に
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
か

つ
、
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
低
温
状
態
に
お
い
て
未
臨
界
を
維
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

一
本
の
制
御
棒
が
固
着
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
前
二
号
の
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
五
十
条
第
四
項
第
一
号
中
「
し
う
る
」
を
「
し
得
る
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

制
御
棒
の
最
大
反
応
度
価
値
及
び
反
応
度
添
加
率
は
、
想
定
さ
れ
る
反
応
度
投
入
事
象
に
対
し
て
原
子
炉
冷
却

材
バ
ウ
ン
ダ
リ
及
び
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
等
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
破
損
せ
ず
、
か
つ
、
炉
心
の
冷
却
機
能
を
損
な
う

よ
う
な
炉
心
、
炉
心
支
持
構
造
物
又
は
原
子
炉
容
器
内
部
構
造
物
の
損
壊
を
起
こ
さ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

６

原
子
炉
停
止
系
統
は
、
反
応
度
制
御
系
統
と
共
用
す
る
場
合
に
は
、
反
応
度
制
御
系
統
を
構
成
す
る
設
備
の
故

障
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
通
常
運
転
時
、
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
及
び
設
計
基
準
事
故
時
に
試
験

研
究
用
等
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
低
温
状
態
に
お
い
て
未
臨
界
を
維
持
で
き
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
原
子
炉
格
納
施
設
）

第
五
十
条
の
二

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
原
子
炉
格
納
施
設
を
施
設
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

原
子
炉
格
納
施
設
の
内
部
に
お
け
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
の
際
の

漏
え
い
率
が
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
際
に
生
じ
る
も
の
と

想
定
さ
れ
る
最
大
の
荷
重
に
耐
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

原
子
炉
格
納
施
設
の
開
口
部
に
は
、
気
密
性
の
扉
を
設
け
る
こ
と
。

三

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
の
際
に
原
子
炉
格
納
施
設
か
ら
気
体
状
の
放

射
性
物
質
が
漏
え
い
す
る
こ
と
に
よ
り
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
、
当
該
放
射
性

物
質
の
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
設
備
を
施
設
す
る
こ
と
。

２

前
項
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
属
す
る
原
子
炉
格
納
容
器
は
、
定
期
的
に
漏
え
い
率
試
験
が
で
き
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
属
す
る
原
子
炉
格
納
容
器
を
貫
通
す
る
管
に
は
、
隔
離
弁
を
設
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
貫
通
箇
所
の
内
側
又
は
外
側
に
お
い
て
、
湿
気
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
隔
離

弁
の
機
能
が
著
し
く
低
下
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
貫
通
箇
所
の
内
側
及
び
外
側
に
代
え
、
当
該
貫

通
箇
所
の
他
方
の
側
の
当
該
貫
通
箇
所
に
近
接
し
た
箇
所
に
二
個
の
隔
離
弁
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

４

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
子
炉
格
納
容
器
を
貫
通
す
る
管
で
あ
つ
て
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の

損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
の
際
に
損
壊
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
（
一
次
冷
却
系
統
設
備
に
係
る
設
備
に
接

続
す
る
も
の
並
び
に
原
子
炉
格
納
容
器
の
内
側
及
び
外
側
に
開
口
部
が
あ
る
も
の
を
除
く
。）に
は
、
当
該
貫
通
箇

所
の
内
側
又
は
外
側
の
当
該
貫
通
箇
所
に
近
接
し
た
箇
所
に
一
個
の
隔
離
弁
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
当
該
貫
通
箇
所
の
内
側
又
は
外
側
に
お
い
て
、
湿
気
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
隔
離
弁
の
機
能
が
著
し
く
低
下

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
貫
通
箇
所
の
他
方
の
側
の
当
該
貫
通
箇
所
に
近
接
し
た
箇
所
に
一
個
の
隔

離
弁
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

５

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
子
炉
格
納
施
設
に
属
す
る
安
全
設
備
に
係
る
管
そ
の
他
隔
離
弁
を
設
け
る

こ
と
に
よ
り
安
全
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
管
又
は
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る
上

で
支
障
が
な
い
管
に
は
、
隔
離
弁
を
設
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
五
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
準
用
）

第
五
十
一
条

第
十
三
条
か
ら
第
十
三
条
の
三
ま
で
、
第
十
四
条
の
二
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
の
二
か

ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
、
第
二
十
九
条
（
第
一
項
た
だ
し
書
を
除
く
。）、
第

三
十
条
、
第
四
十
一
条
の
三
及
び
第
四
十
一
条
の
七
の
規
定
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
高
速
炉
に
係
る
試
験
研
究

用
等
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
五
条
中
「
燃
料
体
又
は
」と
あ
る
の
は「
燃

料
体
、
試
験
用
燃
料
体
又
は
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
再
処
理
施
設
の
設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

再
処
理
施
設
の
設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
総
理
府
令
第
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
前
に
次
の
目
次
及
び
章
名
を
付
す
る
。

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

安
全
機
能
を
有
す
る
施
設
（
第
三
条
e

第
二
十
一
条
）

第
三
章

重
大
事
故
等
対
処
施
設
（
第
二
十
二
条
e

第
四
十
一
条
）

附
則
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